
 
 

Press Release 
                                    令和８年１１月６日 
 

香川大学ビジネススクール 

「ケース発表会～ケースメソッド研究会 2026～」を開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日 時】令和 8年 11月 22日（日）12：30～18：30 

※12：00開場 

【場 所】香川大学イノベーションデザイン研究所 1F（対面実施のみ） 

【内 容】［グループ討議（20分） ＋ 全体討議（30分）  

＋ 振り返り（20 分）］ × 以下の 4ケース  

＋ 講評など全体を通じた振り返り（30分） 

 

No. ケース ケースリード 

１ 島に残る母 中島 崇雅 

２ 「今日は、行けない」 ― 子どもの登校しぶりと、家族の選択 ― 山本 恭子 

３ 公平性と個別ニーズの狭間で、避難所責任者 Aさんは何を選ぶべきだったのか 多田 正義 

４ 正しい指摘、正しくない動機 

― 命を守る放送設備の更新と「いつもの仕様書」をめぐる若手職員の逡巡 ― 
橋本 裕生 

【ご参加にあたってのお願い】本発表会にご参加頂くには、以下をお願いします。 

● ケースを事前に読み、設問に対するご自身の考えをまとめてくること 

※ ケースと設問は、以下参加申込 URLにアクセスして頂くと入手先、提出先が分かります。 

● 「ケース内容」を前向きに捉え、「当日のケースリード」に協力的であること 

【申込み方法】以下 URL、QRコードからお申込ください。 

https://forms.gle/VgaDKnuYPspU6wUw5 

【申込み締切】令和 8年 11月 18日（水）正午迄 

 

 

 

 

このたび香川大学ビジネススクール内で構成する「ケースメソッド研究会 2026」では、竹

内伸一氏（名古屋商科大学大学院マネジメント研究科教授）をお招きし、以下のとおりケー

ス発表会を開催します。本研究会は令和 8 年 8～10 月にかけて、地域マネジメント研究科の

学生・修了生 9名、経済学部と本研究科の教員等、計 12名で実施してきました。ケースメソ

ッドを学びながら、自身が直面する課題を取り上げ、ケースメソッドとして議論する「ケー

ス教材」の執筆に取り組みました。本発表会では、参加者が作成した 4 つのケースについて

「グループ討議」「全体討議」を実施します。全体討議後には、ケースメソッドの第一人者で

ある竹内氏にご講評も頂きます。ご興味・ご関心お持ちの方のご参加をお待ちしております。

【定員 20名、参加費無料】 

【お問い合わせ先】 

香川大学大学院地域マネジメント研究科 教授 吉澤康代 

Tel.：087-832-1948 

E-mail：workshop.yoshizawa@gmail.com                        

  もしくは四宮 皓之(shinomiya.hiroyuki.fd@kagawa-u.ac.jp) 

取材申込はこちらから
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